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Depletion of epidermal Langerhans cells in the skin lesions of pellagra patients 

(ベラグラ患者病変皮膚におけるランゲ、ルハンス細胞の消失)

(論文審査結果の要旨)

1. 研究の背景と 目的 :

ベラグラはニコチン酸などの欠乏による皮膚炎 ・下痢 ・認知症を主症状とする疾患である。

遷延する光線過敏性皮膚炎を生じるが、その機序は不明である。ベラグラに類似した栄養障害

性皮庸症に、亜鉛欠乏による腸性肢端皮膚炎、グ、ルカ ゴノーマに合併する壊死性遊走性紅斑な

どがあるが、近年、腸性肢端皮膚炎と壊死性遊走性紅斑の皮.疹部でのランゲルハンス細胞の消

失が明らかになった。一方、最近の研究により 、ランゲ.ルハンス細胞は、抗原提示細胞として

皮膚炎を惹起すると考えられるのみならず、皮膚炎を抑制、沈静化する機能も示唆されている。

本研究では、ベラグラ患者の病変皮膚において、ランゲルハンス細胞を含む樹状細胞群の出

現とその変動を皮膚炎の活動度を基盤として評価 ・検討した。

研究結果:

ベラグラ 7症例を、病理学的所見より軽症 ・中等症 ・重症の 3群に分け、ランゲルハンス細

胞、 真皮樹状細胞等の細胞数を、特異的マーカー抗体を利用 し、免疫組織化学的な陽性細胞と

して測定し、 3群における変動を正常皮膚と比較検討した。

ベラグラの病変部のランゲノレハンス細胞は病理組織学的所見の重症度と相関して著明に低

下し、重症例の一部では完全に消失していた。一方、真皮においては、樹状細胞や肥満細胞は

正常皮膚との差異はみられず、真皮 CD14(真皮樹状細胞、単核球マーカー)陽性細胞はベラ

グラ皮膚で増加していた。重症ベラグラ症例のうち 1例で、毛包問表皮のランゲ、ルハンス細胞

が完全に消失し、毛包上皮にのみわずかに細胞が残存していた。ベラグラ病変部と非皮疹部皮

膚との連続的な組織観察では、病変部ではランゲ、ノレハンス細胞が消失していたが、非皮疹部で

は残存した。

この結果は、以下のよ うに考察された。すなわち、健常な皮膚では、紫外線暴露など外界か

らの刺激により、活性化されたランゲ、ルハンス細胞は表皮直下のリンパ管を経由し所属リンパ

節へ遊走し、新たなランゲ、/レハンス細胞は真皮から毛包上皮を介して直ちに表皮へ供給される

と考えられている。一方、ベラグラ病変部皮膚では、ランゲノレハンス細胞のみが著しく減少、

消失していたが、隣接する非皮疹部皮膚では健常部位と変わらず残存していたため、ペラグラ

においてはニコチン酸など栄養素の欠乏によ り何らかの機序でランゲノレハンス細胞の真皮か

らの供給が障害され、ランゲ、ルハンス細胞は減少し消失し、ランゲ、ルハンス細胞が担う炎症反



応の収束機能が働かず、 一度生じた日光皮脂炎などの一次刺激性皮膚炎が遷延化し、表皮壊死

など激しい皮膚炎が生じると論じた。

2. 研究の意義と学術的水準:

未だペラグラでの光線過敏性皮膚炎が生じる機序は不明であるが、症例数は少ないものの、

今回、世界に先駆けてベラグラ病変部位においてランゲ、ルハンス細胞の減少、消失する現象を

示した。このことは、皮膚炎症状の機序解明の一助になる点を含め、ビタミン群や微量元素な

どの栄養素の欠乏がどのように生体に影響を及ぼすのか等、今後の臨床皮脂科学の研究に大い

に貢献できるものと考えられた。

以上の結果から、本論文は学位授与に十分値するものと判断した。
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